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会     議     録 

会 議 の 名 称 令和７年度第１回藤井寺市地域包括支援センター運営協議会 

開 催 日 時 令和７年８月２２日（金）午後２時から午後３時まで 

開 催 場 所 藤井寺市福祉会館 ２階第二会議室 

出 席 者 

委 員：会長    竹口 輝彦 （保健・医療・福祉の代表） 

    副会長   藤井 達也（介護（予防）サービス事業者の代表） 

委員    城 浩樹 （保健・医療・福祉の代表）  

藤井 洋子（保健・医療・福祉の代表）

岡野 明美 （学識経験者） 

佐々木 利枝（被保険者代表） 

籔内 明代 （被保険者代表） 

事務局：健康福祉部高齢介護課課長              澤多 良明 

    健康福祉部高齢介護課課長代理            小井谷 健二 

健康福祉部高齢介護課主幹兼高齢者福祉担当チーフ   松井 伴樹 

    健康福祉部高齢介護課総務担当            宇陀 貴志 

    健康福祉部高齢介護課総務担当            辻上 裕子 

説明員：藤井寺市社会福祉協議会事務局長           前原 由幸 

藤井寺市地域包括支援センター長           石山 直哉 

藤井寺市地域包括支援センター係長（社会福祉士）   羽根 武志 

藤井寺市地域包括支援センター主幹（保健師）     漆島 典子 

藤井寺市地域包括支援センターチーフ（看護師）    渡邊 恵美 

藤井寺市地域包括支援センター副主査（主任介護支援専門員） 山本 栄枝 

藤井寺市地域包括支援センター主事補（主任介護支援専門員）細井 美智子

会 議 の 議 題 

（１）令和６年度決算及び事業報告について 

（２）令和７年度予算及び事業計画について 

（３）その他 

会 議 資 料 

・「令和６年度決算及び事業報告書」 

・「令和６年度自己評価表」 

・「令和７年度予算及び事業計画書」 

・「藤井寺市地域包括支援センター（指定介護予防支援事業所）委託契約を

締結した指定居宅介護支援事業所」 

会 議 の 要 旨 
藤井寺市地域包括支援センターにおける令和６年度決算・事業実績・自己評

価結果の報告及び令和６年度予算・事業計画の説明 

会 議 録 の 

作成方法 

□ 全文記録 

■ 要点記録 
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記録内容の 

確認方法 

■ 会議の議長の確認を得ている 

□ 出席した構成員全員の確認を得ている 

□ その他（                      ） 

公開・非公開 

の別 

■ 公開 

□ 非公開 

傍 聴 者 数 ０ 人 

審 議 の 内 容 

○事務局より、本日の会議が成立した旨の報告 

○委員、事務局職員及び説明員の紹介 

○議題 

（１）令和６年度決算及び事業報告について 

  「令和６年度決算及び事業報告書」に基づき、地域包括支援センターより報告を行う。 

  「令和６年度自己評価表」について、地域包括支援センターより報告を行う。 

（２) 令和７年度予算及び事業計画について 

「令和７年度予算及び事業計画書」に基づき、地域包括支援センターより説明を行う。 

「藤井寺市地域包括支援センター（指定介護予防支援事業所）委託契約を締結した居宅介護支

援事業所」一覧に基づき、包括支援センターより説明を行う。 

＜質疑応答＞ 

（A委員） 

藤井寺におかれましても、やはり高齢化率というのは高くなっていくのかなと思われるのです

が、2025 年を迎えて、これから 2040 年頃まではどんどん高齢化が進んでいくと思います。要支

援の方が非常に増えているという認識でよろしいのでしょうか。介護保険を受けている方は現在

どれくらいいらっしゃるのでしょうか。非常に多いという状況でしょうか。 

（事務局【藤井寺市】） 

  今、細かい数字は持っていないのですが、おっしゃる通り、要支援の方は増えていて、その認

定率も増えていますので、サービスも要支援の部分、金額的には上がっているという状況です。

（Ａ委員） 

  そういう課題というのは、おそらく年々増えていくと思いますが、これを地域包括支援センタ

ーと上手く連動させて、自立に向けた取り組みができればと思います。要支援 1，2 の方という

のは、整形疾患をお持ちで治る方が多いと思うのですが、そういった方が慣習的にずっと介護保

険を使うと、どんどん給付が上がっていきます。取り組まれている内容も含まれているとは思い

ますが、地域包括支援センターと連携して、住民の方に意識を持ってもらうことが地域課題とし
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てはあるのかなと思いました。 

  また、業者側としては介護者が非常に高齢化になっていること、日本人で介護してくれる人が

少なくなっているという現状があります。外国人を導入しないと運営ができない状況になってい

ます。こうした状況というのは、日本の社会が根本的には悪いかなと思いますが、やはり子供の

時から高齢者の方と触れ合う機会が減っているのかなと感じます。ですので、中学校でのこうし

た認知症の勉強もそうですし、もっと子供の時から高齢者と触れ合える場の形成が、住民の参加

につながっていくのではないかと感じますので、意見させてもらいました。 

（事務局【藤井寺市】） 

   ありがとうございます。市民への啓発ということで、10 月 17 日市民向けのフォーラムを開

催させて頂く予定です。また広報誌にも掲載させて頂きますので、ご関心がおありでしたら、ご

参加頂けたらと思います。 

（３）その他 

  特になし 

○閉会 


